
　

市
は
市
制
施
行
記
念
日
の
11

月
１
日
に
、
市
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
地
方
自
治
、
社
会
福
祉

や
教
育
・
文
化
関
係
な
ど
、
次

の
48
人
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し

た
。

土
井
廣
、
鎌
倉
喜
代
子
、
木
口

勝
利
、
益
野
滋
朗
、
北
野
貞

子
、
半
田
豊
美
、
中
川
伊
佐

和
、
出
口
順
子
、
蔦
佳
尚
、
恵

田
敏
信
、
笹
田
典
雄
、
山
元
淳

志
、
中
村
惠
美
子
、
竹
内
司
、

竹
元
隆
志
、
河
井
孝
治
、
箕
嶋

マ
キ
ヱ
、
戸
田
勲
、
平
田
厚

男
、
首
藤
忍
、
久
野
光
子
、
藤

本
佳
世
子
、
東
博
祐
、
平
山
ア

イ
子
、
福
田
良
直
、
天
岡
芳

野
、
東
惠
美
子
、
藤
本
玉
美
、

萩
原
朋
子
、
青
野
マ
サ
ヱ
、
柳

本
愛
子
、
杉
田
収
子
、
井
本
寛

一
、
井
上
登
志
、
赤
楚
邦
彦
、

西
口
秀
幸
、
寺
北
久
信
、
佃
宏

能
、
瀧
井
辰
三
、
大
前
章
子
、

新
田
章
子
、
山
本
卓
子
、
辻
本

惠
美
子
、
川
端
義
孝
、
上
田

博
、
柳
本
利
幸
、
西
川
賢
、
井

植
達
郎

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

市
教
育
委
員
会
は
11
月
１

日
、
教
育
に
功
労
の
あ
っ
た
68

人
１
団
体
の
方
々
を
表
彰
し
ま

し
た
。

【
学
校
教
育
関
係
】

塩
見
勝
、
中
村
佳
預
子
、
河
合

啓
次
、
加
藤
礼
、
清
田
惠
子
、

中
村
隆
之
、
河
田
英
子

【
生
涯
学
習
関
係
】

讃
岐
信
子

【
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
関
係
】

山
内
一
宏
、
倉
谷
あ
き
子
、
星

川
協
補
、
東
浦
克
巳
、
山
田
美

佐
子
、
髙
石
哲
、
佐
々
木
佐
智

子
、
百
々
和
宏
、
藤
田
耕
平
、

西
端
日
登
美
、
松
原
君
枝
、
山

本
成
雄
、
河
村
忠
幸
、
南
野

峰
、
北
町
純
一
、
塩
塚
和
也
、

玉
田
琢
磨
、
西
繁
治
、
岡
山
博

志
、
太
田
美
由
紀
、
赤
塚
康

彦
、
楠
信
夫
、
森
本
恒
雄
、
松

尾
義
行
、
南
孝
司
、
中
島
雄

治
、
曽
我
一
郎
、
辻
洋
子

【
公
民
館
関
係
】

山
部
夏
子
、
渡
邊
洋
、
佐
藤
和

枝
、
奥
井
久
子
、
宮
本
美
代

子
、
南
成
義
、
長
安
廣
、
辻
本

惠
美
子
、
濵
西
明
美
、
栗
本
健

司
、
山
口
拓
也
、
西
口
日
出

夫
、
日
髙
郁
子
、
中
西
健
二
、

豊
田
順
子
、
金
馬
邦
夫
、
西
村

千
代
美
、
佐
川
二
三
男
、
杉
岡

信
子
、
山
本
憲
三
、
大
西
重

一
、
森
松
造

【
競
技
関
係
】

好
川
さ
く
ら
、
尾
寺
夏
未
、
和

田
佳
央
世
、
西
尾
真
、
村
上
安

穏
、
河
野
弦
二
郎
、
河
野
サ

ヨ
、
田
中
雅
樹
、
梅
北
亘
、
田

村
ひ
ろ
み
、
守
口
市
立
錦
中
学

校
準
硬
式
野
球
部

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

も
う
15
年
く
ら
い
前
の
こ
と

に
な
る
。
某
大
企
業
の
人
事
担

当
の
人
と
話
し
て
い
た
と
き
の

こ
と
だ
。
「
入
社
試
験
の
成
績

だ
け
で
見
る
と
、
７
対
３
く
ら

い
で
女
子
が
男
子
を
上
回
る
。

し
か
し
、
面
接
な
ど
で
最
終
的

に
は
、
男
女
の
割
合
を
７
対
３

く
ら
い
で
男
子
優
位
で
採
用
す

る
の
だ
」
と
い
っ
た
話
が
出

た
。
女
性
差
別
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
も
あ
る
。

　

昨
年
、
あ
る
男
性
雑
誌
で
、

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
記
事
を
読
ん

だ
。
こ
こ
で
も
、
入
社
試
験
で

大
体
「
７
対
３
」
で
女
性
優
位

と
書
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
状
況
を
国
際
社
会
は
ど

う
見
る
だ
ろ
う
か
。
も
う
10
年

以
上
も
前
、
政
府
の
男
女
共
同

参
画
の
委
員
を
し
て
い
た
と
き

の
こ
と
だ
。
経
済
産
業
省
の
人

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
こ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
。
日
本
の

経
済
活
動
で
の
女
性
参
加
率
の

低
さ
に
つ
い
て
、
あ
る
国
際
会

議
で
「
優
秀
な
女
性
を
活
用
し

な
い
な
ん
て
、
日
本
社
会
は
、

な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た

そ
う
だ
。
ま
あ
、
こ
れ
が
世
界

の
常
識
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　

実
際
こ
こ
20
年
近
く
、
欧
米

社
会
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
女
子
と
比
較
し
た
と
き
の

男
子
の
学
力
低
下
問
題
だ
。

典
型
的
な
の
が
、
大
学
進
学
率

の
男
女
差
で
あ
る
。
１
９
９
０

年
代
初
頭
ま
で
経
済
の
発
展
し

た
諸
国
の
多
く
は
、
大
学
進
学

率
に
お
い
て
男
子
が
女
子
を
上

回
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
１

９
９
０
年
代
半
ば
以
後
、
ほ
と

ん
ど
の
国
で
、
大
学
進
学
率
で

女
子
が
男
子
を
上
回
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
。
経
済
の
発
達
し

た
諸
国
の
協
議
体
で
あ
る
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

加
盟
国
の
平
均
を
見
る
と
、
約

10
％
女
子
が
男
子
を
上
回
っ
て

い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
女
性
の
意

識
変
革
と
、
男
子
の
学
力
低
下

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
、
男
子
が
就
職
の
た
め

職
業
専
門
学
校
へ
行
く
と
い
う

流
れ
も
、
こ
う
し
た
現
象
の
背

後
に
は
あ
る
だ
ろ
う
）
。
そ
の

結
果
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
（
約

30
か
国
）
で
、
男
子
が
女
子
よ

り
大
学
進
学
率
が
高
い
の
は
、

日
本
と
ト
ル
コ
と
韓
国
の
３
か

国
の
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、
す
で
に

男
子
に
対
す
る
男
女
平
等
教
育

の
徹
底
と
と
も
に
、
男
子
の
学

力
低
下
へ
の
対
策
が
始
ま
っ
て

お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

申
請
資
格　

市
内
に
在
住
す
る

生
徒
で
、
進
学
の
希
望
が
あ
り

な
が
ら
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
人
（
審
査
あ
り
）

※

日
本
学
生
支
援
機
構
、
大
阪

府
育
英
会
ま
た
は
こ
れ
に
類
す

る
業
務
を
主
た
る
目
的
と
す
る

団
体
か
ら
、
奨
学
資
金
の
貸
付

け
ま
た
は
給
付
を
受
け
な
い
人

に
限
り
ま
す
。

返
還　

貸
付
終
了
後
、
１
年
間

据
え
置
き
返
還
開
始

申
込
期
間　

12
月
１
日
㈪
〜
１

月
31
日
㈯
（
土
・
日
曜
、
祝

日
、
12
月
27
日
㈯
〜
１
月
４
日

㈰
は
除
く
）

申
請
書
設
置
場
所　

市
教
委
・

総
務
課
、
各
公
民
館
、
市
内
中

・
高
等
学
校

※

入
学
準
備
金
は
、
各
学
校
の

入
学
手
続
き
に
間
に
合
う
よ
う

に
貸
し
付
け
る
こ
と
を
約
束
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

修
学
金
は
、
貸
付
決
定
を
受

け
て
も
、
授
業
料
無
償
化
に
該

当
す
る
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
（
高
等
課

程
）
に
修
学
す
る
場
合
で
授
業

料
の
実
質
負
担
が
な
い
と
き

は
、
そ
の
間
の
貸
付
は
停
止
さ

れ
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

市
教
委
・
総

務
課
（
☎
６
９
９
５
・
３
１
５

２
）

い
る
。
日
本
で
は
ま
だ
認
知
さ

れ
て
い
な
い
男
子
の
学
力
低
下

問
題
だ
が
、
日
本
で
も
お
そ
ら

く
「
見
え
な
い
課
題
」
と
し
て

実
は
根
深
く
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
。

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

教
授
・
伊
藤
公
雄
氏
（
５
回
シ

リ
ー
ズ
）

※

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

の
感
想
は
、
人
権
室
ま
で
お
寄

せ
下
さ
い
。

問
合
先　

人
権
室
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
１
２
）

　

市
教
育
委
員
会
は
、
児
童
生

徒
数
の
減
少
が
進
む
旧
滝
井
小

学
校
と
旧
春
日
小
学
校
を
統
合

（
平
成
26
年
４
月
さ
つ
き
小
学

校
に
統
合
）
し
、
第
三
中
学
校

の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
を

設
置
す
る
と
し
て
、
平
成
25
年

２
月
に
守
口
市
立
小
中
一
貫
校

施
設
整
備
実
施
計
画
（
以
下

「
実
施
計
画
」
）
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

「
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
４
月
の
新
設
校
開
校

を
目
指
し
、
平
成
26
年
10
月
に

施
工
業
者
を
決
定
し
、
校
舎
新

築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
学
び
を
つ
な
げ

る
、
人
が
つ
な
が
る
、
地
域
と

つ
な
が
る
の
３
つ
の
つ
な
が
り

を
基
本
方
針
と
し
て
施
設
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

①
学
び
を
つ
な
げ
る

　

９
年
間
の
学
び
を
つ
な
ぐ
一

貫
し
た
教
育
を
推
進
す
る
学
校

と
な
る
よ
う
、
普
通
教
室
を
連

続
し
た
学
年
で
配
置
す
る
と
と

も
に
、
異
学
年
間
の
児
童
生
徒

の
交
流
が
進
む
よ
う
特
別
教
室

な
ど
を
配
置
し
ま
す
。

　

３
階
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
児
童
生
徒
の
学

習
意
欲
を
高
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
形
態
に
対
応
で
き
る
学
習

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

②
人
が
つ
な
が
る

　

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
教

育
活
動
を
す
す
め
る
学
校
と
な

る
よ
う
、
１
階
に
は
夜
間
学
級

と
の
交
流
を
促
す
交
流
サ
ロ

ン
、
各
階
に
個
別
の
教
育
的
配

慮
を
意
識
し
た
相
談
室
、
子
ど

も
と
教
職
員
が
つ
な
が
る
教
員

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

③
地
域
と
つ
な
が
る

　

地
域
に
根
差
し
、
地
域
と
協

働
し
た
学
校
と
な
る
よ
う
、
屋

上
に
あ
お
ぞ
ら
菜
園
を
設
け
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を

図
り
ま
す
。

　

多
世
代
間
交
流
の
拠
点
と
な

る
地
域
連
携
室
・
地
域
支
援
室

を
整
備
し
、
地
域
の
活
動
で
の

利
用
に
も
配
慮
し
ま
す
。

　

よ
り
良
い
教
育
環
境
整
備
を

早
期
に
実
現
し
、
今
年
度
よ
り

全
中
学
校
区
で
ス
タ
ー
ト
し
た

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
力
を
合

わ
せ
教
育
活
動
を
進
め
て
い
く

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
役
と
し

て
、
本
市
初
の
施
設
一
体
型
小

中
一
貫
校
が
設
置
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
・
保
護
者

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

市
教
委
・
学
校
管
理

課
（
☎
６
９
９
８
・
３
３
３

８
）

市
民
一般
表
彰・

　
教
育
功
労
表
彰

市
民
一般
表
彰・

　
教
育
功
労
表
彰

市
民
一
般
表
彰
者

教
育
功
労
表
彰
者

新築工事が開始新築工事が開始新築工事が開始新築工事が開始

特
色
あ
る
施
設
整
備

新
設
校
開
校
に
向
け
て

新
設
小
中
一
貫
校
外
観
予
定
図

男も変わり目男も変わり目
低
下
す
る
男
子
の
学
力

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と

は
、
自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店

な
ど
へ
行
く
場
合
に
、
お
酒
を

飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人
が
仲

間
を
自
宅
ま
で
安
全
に
送
り
届

け
る
運
動
で
す
。

　

12
月
は
忘
年
会
な
ど
飲
酒
を

す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

　

「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な

い
・
さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉

に
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

守
口
警
察
署
（
☎
６

９
９
４
・
１
２
３
４
）
、
道
路

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
６
９

４
）

　

市
教
育
委
員
会
は
、
下
表
の

と
お
り
無
利
子
で
奨
学
資
金
を

ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
運
動

平
成
27
年
度

　
守
口
市
奨
学
生

平
成
27
年
度

　
守
口
市
奨
学
生

持
ち
物　

は
さ
み
、
ペ
ン
チ

入
館
料　

大
人
200
円
、
高
校
・

大
学
生
150
円
、
小
・
中
学
生
100

円申
込
・
問
合
先　

12
月
４
日
㈭

午
前
10
時
か
ら
電
話
で
、
も
り

ぐ
ち
歴
史
館
「
旧
中
西
家
住

宅
」
（
☎
６
９
０
３
・
３
６
０

１
）

　

も
り
ぐ
ち
歴
史
館
「
旧
中
西

家
住
宅
」
で
は
、
正
月
の
門
口

を
飾
る
し
め
縄
づ
く
り
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

12
月
21
日
㈰
午
前
10
時

講
師　

砂
原
廣
治
氏
、
も
り
ぐ

ち
歴
史
館
「
旧
中
西
家
住
宅
」

ス
タ
ッ
フ

定
員　

先
着
20
人

　

新
年
を
自
作
の
し
め
縄
で
迎

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

もりぐち歴史館
「旧中西家住宅」
もりぐち歴史館
「旧中西家住宅」

男性にとっての
男女共同参画③

募集

しめ縄づくりしめ縄づくり
奨学資金貸付金額

高等学校
高等専門学校
専修学校
(高等課程) 14,000円

7,000円

160,000円

130,000円

200,000円

180,000円
以内

30,000円

短期大学
大  学

専修学校
(専門課程)

私　　立

私　　立

私　　立

国・公立

国・公立

修学金
(月額)種　　　　類

学
　
　
　
　
校

入学準備金

さつき小学校・第三中学校
統合校（小中一貫校）

さつき小学校・第三中学校
統合校（小中一貫校）
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